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　ようやく第12巻が完成しました。改正した査読システムもほぼ定着したようで、掲載論
文数も第11巻の4編から11編と約3倍に増えました。おかげで編集委員会での作業は多少大
変になり、うれしい悲鳴をあげているところです。今回査読にご協力いただきました先生方
ならびに投稿された先生方に、編集委員一同、厚く御礼申し上げます。また、平成23年3月
には東日本大震災が起こり、ボランティア活動や義援金活動などが全国的に展開された1年
となりました。本学からも教員や学生グループが現地に赴いてのボランティア活動を行い、
今回これらの貴重な体験の記録を特集としてまとめることができました。お忙しい中を執筆
いただいた先生方にあらためて感謝いたします。さらに、自然災害に関連したタイムリーな
原著論文も投稿され、充実した内容とすることができたと思います。
　本学が看護学科・社会福祉学科・リハビリテーション学科・鍼灸スポーツ学科・口腔保健
学科の5学科となって2年経過しました。鍼灸スポーツ学科と口腔保健学科では完成年度に
向けて研究体制の整備が進んでいるところです。本学の研究がこれからますます活気づき、
紀要への投稿論文もさらに増えて厚くなっていくものと期待しています。
　平成24年3月には、看護学科・社会福祉学科の第11期生、リハビリテーション学科の第3
期生の卒業生を送り出します。大学院修士課程からも、看護福祉学研究科看護学専攻の第8
期生と精神保健学専攻の第6期生が修了します。この紀要第12巻では昨年度までの大学院修
了生の論文も2編掲載にこぎつけました。本学の紀要はこのような若い先生方の研究を応援
しています。若い皆さんのご活躍をお祈りすると同時に、紀要への論文投稿を編集委員一同
楽しみにしております。

（紀要編集委員一同）
平成24年２月

－197－

編  集  後  記

委員長　齋田　和孝（鍼灸スポーツ学科）　　　

委　員　上妻　尚子（看護学科）　　　　　　　

委　員　中川　武子（看護学科）　　　　　　　

委　員　村田　文世（社会福祉学科）　　　　　

委　員　水間　宗幸（社会福祉学科）　　　　　

委　員　森下　志子（リハビリテーション学科）

委　員　筒井　睦　（口腔保健学科）

第12巻紀要編集委員会



九州看護福祉大学紀要　第12巻　第１号
The Journal of Kyushu University of Nursing and Social Welfare Vol.10  No.1

２０１２年３月

発行者　九州看護福祉大学

　　　　Ｋyushu Ｕniversity of Ｎursing and Social Ｗelfare 

〒865-0062

熊本県玉名市富尾888番地

888 Tomio, Tamana-shi,

Kumamoto 865-0062,Japan.

ＴＥＬ　0968(75)1800

ＦＡＸ　0968(75)1811

紀要編集委員代表　齋田　和孝

印刷所　株式会社  ベストパッケージ

〒864-0025

熊本県荒尾市高浜字前1825-20

ＴＥＬ　0968(68)7710

ＦＡＸ　0968(68)7713

－198－


	The_Journal_of_KNS-V12_N01_2011-000-Cover-Color.pdf
	The_Journal_of_KNS-V12_N01_2011-000-Table_of_contents.pdf
	目次1.pdf
	目次2.pdf

	The_Journal_of_KNS-V12_N01_2011-194-196-Table_of_contents-e.pdf
	194-195欧文目次-1.pdf
	194-195欧文目次-2.pdf

	The_Journal_of_KNS-V12_N01_2011-197-Editor's_postscript.pdf
	The_Journal_of_KNS-V12_N01_2011-198-Colophon.pdf

